
 



◎１４番コンクシェル 
ディープ系×サドラーズ系のローズＳ注目配合馬で、 
前走は２勝クラスを逃げて大差勝ち。 
 
持久力型血統の前走逃げ・先行馬は阪神開催のローズＳ穴パターン。 
 
牝系ファミリーは３歳の夏から秋に完成を迎える一族で、 
１８００ｍ適性の高い牝系。連勝中の瑠星騎手を降ろしてまでの 
モレイラ様起用に陣営の本気度が滲みます。 
 
 
○９番アンリーロード 
１８００ｍ巧者のリアルスティール産駒（ディープ系）。 
自身も１８００ｍは２戦２勝。 
 
牝系ファミリーには、母の全兄である 
種牡馬トーセンジョーダンを筆頭に、母の半兄トーセンホマレボシ、 
本馬の従兄弟に海外Ｇ１を２勝したトーセンスターダム、 
オールカマー優勝のセンテリュオ、１８００重賞の鬼ヒストリカルなど。 
 
牝系ファミリーの１８００ｍ重賞成績は勝率２１.２％単回率１３３％ 
複勝率５１.５％複回率１５２％と言う１８００重賞巧者の一族で、 
３歳に限定すると、その複勝率は６７％にまで上昇します。 



 
ディープ系×欧ナスルーラの配合は 
【６・１・２/１８】で、コース複勝率５０％のニックス配合。 
血統で買うならこの馬。 
 
 
★６番ラファドゥラ 
ドゥラメンテの牝馬はコース複勝率４６.３％回収率１３０％。 
 
ディープインパクトが走りやすいレースはドゥラメンテ産駒も走ります。 
また昇級戦に強いところもディープインパクトと共通する種牡馬。 
ですので厳重な警戒が必要。 
 
牝系は米国のＧ１牝系で、 
一族には種牡馬ドレフォンの名前もある米国牝系。 
 
父が欧州型の場合は米国牝系との配合が走りやすいレース。 
 
母のアファダリは欧サドラーズ系シングスピール産駒ですが、 
芝は走らずダート短距離で３勝しておる点に、米国牝系の影響の強さが出ています。 
 
 
 



注１６番トリオンファルマン 
キズナ産駒で、母系は持続力強化血統の３段重ねとなる 
フォーティーナイナー系×ＡＰインディ系×レイズアネイティヴ系の配合。 
 
持続力血統の先行馬は阪神ローズＳの穴パターンで、 
全姉は昨年のローズＳ３着馬（中京開催）。 
 
前走はスローの瞬発戦で参考外の敗戦で、 
今回はコンクシェルが逃げるようなら持続戦が濃厚です。 
 
 
※その他の馬の評価は全頭診断書をご覧ください。 
 
 
馬券 
EZ-WIN 推奨馬券 
馬連・３連複３頭ボックス ５・７・１４ 
 
くまもん馬券 
ワイド４頭ボックス ６・９・１４・１６ 
３連複５頭ボックス ５・６・９・１４・１６ 
馬連流し １４－印全頭 


